
 

 

     

富樫建設工業株式会社 SDGs 宣言 

 

富樫建設工業株式会社は、国連が提唱する持続可能な開発目標 

SDGs の趣旨に賛同し、「人とのつながりを大切に 働くことを 

通じて社会に貢献する」という企業理念に基づき、持続可能な 

社会の実現に努めてまいります。 

2022 年 11 月 1 日 

                              富樫建設工業株式会社 

                    代表取締役 富樫泰昭 

                      

 

 

 

 

 

 

  

 

 

持続可能な開発目標 SDGs（Sustainable Development Goals）とは「誰一 人取り残さない」 

持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。 

2015 年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための 2030 

アジェンダ」の中で掲げられました。 

2030 年を達成年限とし、17 のゴールと 169 のターゲットから構成されています。 

 



 

富樫建設工業株式会社の SDGs 達成に向けた取組（目標） 

 

 社会 

                     

・社員のすべてが健康診断を定期的に受診して快適な職場環境の

推進と健康的な暮らしを確保します。 

  

     ・能力を発揮できる技術研修、資格取得の推進に取り組みます。 

 

                   ・中学生、高校生の職場体験を通し、将来の担い手に向けた 

取り組みをします。 

 

                   ・新潟県ハッピーパートナー企業としてジェンダーにとらわれず 

働きやすい環境と育児、介護を理由とした短時間勤務を推進 

します。 

   

環境 

                     

・社屋の照明を LED導入することで CO2削減による地球 

温暖化防止に貢献します。  

           

・国産の木材を多く使用した木造建築物件の普及を推進します。 

                       

  ・地域保全活動の参加（道路の草刈り、海岸清掃、ゴミ拾い等） 

を通して環境保全に取り組みます。 

 

経済  

                    

・建築現場における衛生的なトイレと水の供給を安心して使える

環境をつくります。 

 

                    ・社員の有給休暇取得を推進しワークライフバランスの充実に 

取り組みます。 

 

                    ・現場の労働管理の安全・衛生パトロールの実施に取り組みます。 

 

 



 


